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『 志国高知　三志士集結！』

写真

高知県に出張に行き高知駅で降りて、先ず目にとまったのが坂本龍馬、武市半平太、中岡慎太郎の
三志士像！
かなり大きく迫力があり、銅像の下には各志士像の説明が書かれていて、ついつい最後まで読んで
しまいました。
その時期は、高知駅でドラマ「龍馬伝」で使われていた小屋や部屋などの展示会が行われていたので、
行ってみるとドラマの雰囲気が出ていて、テレビで見ていたシーンがよみがえりました。
坂本龍馬ゆかりの地だけあって、他にも観光スポットがいくつもあるようなので、また高知県に出張が
あるときは、行ってみたいと思いました。
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■秋も深まり、朝晩はめっきり肌寒くなりました。少しずつ冬支度も始まる頃となりました。
ことのほか暑かった9月から我が社は第46期に入り、無難なスタートがきれたと思います。
はや2ヶ月が経過ですが、まだ10ヶ月あります。 目標に向け着々と歩を進めていきましょう。
また、この時期は我が社の前期45期の成績がハッキリする時期でもあります。
第45期は、まずまずの成果を上げることができ、社員一同の労苦が報われた格好になりました。
大変お疲れさまでした。 感謝です。

■10月30日に沼津市長選の開票があり、新人の大沼明穂氏が三選を目指した現職栗原裕康氏を
大差で破り、大方の下馬評を覆した格好となりました。 この結果には、私も正直驚きました。
「沼津はちっとも変わらない、変わろうとしない」という市民の声を時々耳にしていましたが、待つのは
もう限界で「変化」を求めたということでしょうか。 鉄道高架問題など実に多くの課題を抱えている
沼津市ですので、大沼氏の手腕に期待するところ大というところでしょうか。
しかし、最も変わらなくてはいけないのは、我々市民ではないかと思います。 もっと市政に関心を
持って、良い沼津を創るのだという意欲を持たなくてはならないでしょう。 わけても、将来を担う
子供たちに輝く未来をもたらすにはどうしたらいいかを主眼に置くことが肝要ではないかと思います。

■「駿河には過ぎたるものが二つあり、富士のお山に原の白隠」と言われますが、
この“白隠さん”（1685～1768）について沼津ではさほど語られていないように
思いますが、どうでしょうか。
現在、禅は“ZEN”として広く世界から注目を集めていて、日本を特徴づける思想
の一つと認知されていますが、禅は江戸時代中期を生きた白隠禅師から新たに
始まった日本の臨済禅に他ならないと言われています。 日本臨済禅中興の祖と
して最も著名かつ重要な宗教家である白隠慧鶴（えかく）禅師を、我々はもっと
誇りに思っていいのではないかと考えます。
最近、手に入れた「角川文庫発行・芳澤勝弘氏著・白隠-禅画の世界-」を読んで改めて白隠禅師の
偉大さを確認しました。 11月27日（日）まで東京国立博物館で“臨済禅師1150年 白隠禅師250年
遠諱記念 禅-心をかたちに-”の展覧会が開催されています。 臨済宗・黄檗宗の本山・末寺から
名宝を一堂に集め、禅の歴史、禅の美術、工芸、障壁画など、禅の至宝を通じて日本文化に果たした
その役割を観ることができる、と展覧会の案内文にあります。 是非、行ってみたいと思います。

■11月30日～12月2日の3日間、東京ビッグサイトで「国際粉体工業展東京2016」が開催されます。
我が社も出展し、世に技術を問います。 未来につながる実りある成果をどのように出すのかが
問われる最も重要な事業です。 がんばりましょう。

●どこで見たか忘れましたが、結構あちこちで目にする「つもり違い10か条」です。 福沢諭吉作とか。
1.　高いつもりで 低いのが 教養
2.　低いつもりで 高いのが 気位
3.　深いつもりで 浅いのが 知識
4.　浅いつもりで 深いのが 欲望
5.　厚いつもりで 薄いのが 人情
6.　薄いつもりで 厚いのが 面の皮
7.　強いつもりで 弱いのが 根性
8.　弱いつもりで 強いのが 自我
9.　多いつもりで 少ないのが 分別
10. 少ないつもりで 多いのが 無駄

そのつもりで頑張りましょう。

■日本の経済状況は、依然として回復の兆しを見せていません。景気動向指数が低いのに
有効求人倍率は高い、実質雇用者報酬は上がっているのに実質個人消費は少しも増えない、
男性の労働参加率は変わらないのに女性の労働参加率は増加している、等々の課題を
抱えている現実があります。

■私どもは、閉塞感を認識しつつ、向かう方向をしっかり見定めておかなければなりません。

寒い冬がやってきます。
個人も会社も風邪をひかないように、健康には十分留意して日々を過ごしていきましょう。

ご安全に！
代表取締役社長　　赤堀　肇紀　
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先を見据えて進もう


